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院生からのメッセージ

課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度

博士（政治学） 国家による核武装の選択と同盟との関連性についての研究 ―日本、米国、中国、台湾の戦略論理の相互作用をめぐって― 2020年度

博士（政治学） 島嶼をめぐる法と行政に関する研究 ̶地方自治法制と離島振興法制からのアプローチ̶ 2020年度

博士（経済学） Income Distribution and Economic Dynamics 2020年度

博士（政治学） ドイツにおける反ファッショ委員会運動：1944～1947年 ―ライプツィヒを主要事例として― 2021年度

博士（政治学） マレーシアとシンガポールにおける政治的腐敗（汚職）と経済発展の相関性について：政治文化という媒介変数を通じて 2021年度

博士（経済学） 中小製造業の持続的発展に関する研究 ―組合等連携組織の共同事業を活用した生産性向上の実現― 2021年度

博士（政治学） 全体主義理論の応用 ―人間の政治的組織化に関連して― 2022年度

博士（政治学） 文化政策における行政の専門性に関する研究 ―「文化専門職」を対象に― 2022年度

博士（政治学） 外交政策における水資源 ―国際河川の開発利用を巡る中国と周辺諸国の関係― 2022年度

博士（経済学） 日本女性の未婚化に関する人口学的考察 ―女子高等教育と配偶者選択に注目して― 2022年度

論文博士

博士（経済学） 持続可能な経済の探究　―環境経済思想の軌跡― 2021年度

政治経済学研究科 Graduate School of Political Science and Economics

近年の博士学位授与

政治学専攻

▲

スポーツメディアにおけるハーフ・帰化選手報道のフレーム分析 ―日本と中国の比較から―

▲

政府開発援助と投資が本国のソフトパワーに与える影響に関する分析  
―中国と日本の対ベトナムの政府開発援助と投資を例として―

▲

インフラ中心の開発協力モデルと国益の実現 ―東南アジアにおける日本と中国の事例から―

▲

中国の石油路線開発における地方政府の役割 ―重慶直轄市政府を事例に―

▲

ライブ配信における「利用と満足」研究

▲

在日中国人家族における育児役割意識とその実態について

▲

中国独居高齢者セルフ・ネグレクト問題の実態について ―「ゴミ屋敷」事例を中心に―

▲

平成生まれの高学歴未婚女性のライフコース選択 ―母からの影響に焦点をあてて―

▲

中国人若者の同棲に関する実態調査 ―日本への留学経験者を中心に―

▲

中国人移民第二世代の文化的アイデンティティと同化  
―川口周辺で暮らしている中国人移民第二世代を対象に―

▲

中国残留孤児と「日本人」認識

▲

生活保護制度の制定・運営と国家責任・生存権

▲

親子関係の視点から見た中国若者の家族観の変容  
―阜陽市出身の留守経験のある大学生を対象に―

経済学専攻

▲

データ蓄積が環境及び経済成長に与える影響に関する理論的分析

▲

Shadow Banking in China

▲

上海と北京における自動車ナンバープレート取得規制政策について

▲

高齢者の経済生活と居住保障

▲

リテール決済の改革における中央銀行デジタル通貨の役割

▲

中国における第三者決済システムの貨幣への影響に関する実証研究

▲

中国・大連におけるソフトウェア産業の発展と成熟化に関する研究

▲

中小和菓子製造業の経営革新を通じた持続的発展に関する研究  
―京都市・飯田市・秩父市産地を中心として―

▲

炭素国境調整メカニズムが中国鉄鋼産業に及ぼす影響に関する研究

▲

脱炭素社会実現に向けた政策の日独比較研究 ―固定価格買取制度（FIT 制度）を中心に―

▲

中国における最低賃金が女性就業に与える影響

▲

日中金融協力に関する一考察

▲

日本における受刑施設の社会化とその立地展開  
―特に「地域との共生」論を焦点とした考察―

▲

造船業の企業城下町における中小企業の日中比較研究 ―新市場・新事業展開への対応―

▲

中国の廃棄物輸入規制に関わる廃棄物貿易の課題と展望

理論も実践も学べる場

万巻の書を読み、万里の道を行く

越智 勇貴
OCHI Yuki

経済学専攻
博士前期課程 2年

閻 芳氷
YAN Fangbing

政治学専攻
博士後期課程 2年

博士前期課程

博士後期課程

Master’s Program

Doctoral Program

　まず理論に関しては、大学院の講義は理論的な知識か
ら現在の問題まで幅広く議題として少人数で対話します。
様々な価値観を持つ人が意見を発信し、更に先生がそれら
の意見を深く掘り下げて議論を行うことにより、私の視野
は大きく広がったと思います。
　次に実践に関しては、大学院では企業の方と連携して研
究する機会や先生の知り合いの企業の方と話す機会があ
ります。理論も重要ですが、それだけでは世界を理解でき
るとは思いません。座学で培った理論を基にどの視点が大
切で、そこからどのように掘り下げていくかが大切だと思
います。この経験が、社会で活躍する優秀な人材へと歩み
を進めることに繋がると考えます。そのための環境は整っ
ているため、ぜひ活用してほしいです。

　最後に、社会人も学生も日々勉強することが大切です。
その中で学問と実践という両方を経験できる大学院はみ
なさんの想像よりも学べることが多く、成長につながると
思います。この魅力ある環境に飛び込んでみてはいかがで
しょうか。

教員情報　P.049

 藤本 穣彦 教授 師事している教員は？

様々な人と勉強や企画を行うことが当研究室の魅力です。授業
には北海道や九州の方も参加し、「若者食堂」という若者の食の意
識向上に向け、健康で簡単に作れるレシピを他大学の方と協力し、
発信しています。藤本先生は私達のやりたいことを行える環境を
整えて下さいます。最高の環境で食を通じて挑戦しましょう！

充実した大学院生活

政治学・経済学研究を通じて、「前へ」

金 鳴
JIN Ming

政治学専攻
博士前期課程
2022年3月修了

中川 翔太
NAKAGAWA Shota

経済学専攻
博士後期課程
2022年3月修了

博士前期課程

博士後期課程

修了生からのメッセージ

Master’s Program

Doctoral Program

教員情報　P.046

 石川 雅信 教授 師事していた教員は？

石川研究室は社会学の様々な分野の課題を研究することがで
きます。特に家族社会学や、高齢者について研究したい方にお勧
めします。先生はとても優しくて話しやすい方と思い、普段学業
だけでなく、生活上で悩んだり困ったりすることがあればいつも
熱心に聞いてくれます。気楽な雰囲気のある研究室です。

　政治経済学研究科では自身の専攻や専門に関連した授業
はもちろんのこと、並行して実施されている他の専攻、専門
の授業を希望すれば履修することができます。また、研究
科の枠を超えた各種行事も実施されており、交流により、新
たな知を得ることができます。私の場合、経済学だけでは
なく、政治学、経営学とのかかわりもあったため、研究のヒ
ントとなるような研究者間交流を続けることができました。
　在学中にはTA・RA・助手といった職種で学内業務に携
わるなど、収入を得ながら、研究に集中できる体制が整備
されています。私はこれらの業務経験から、修了後の大学
教員としての業務においても、為になる経験を積むこと
ができたと実感しております。研究についても充実した
図書館はもちろんのこと、研究科内で運営されている学

会（明治大学政経学会）で研究発表の実践ができ、所属す
る学外の学会での研究発表においても臆することなく発
表に臨むことができました。みなさんにもぜひ、政治学・
経済学研究を通じて、「前へ」進んでいただきたいです。

教員情報　P.047

 森下 正 教授 師事していた教員は？

森下先生は、中小企業研究を通じて、各種行政機関・実業界にわ
たって幅広く活躍されております。博識で教育熱心な先生の指導
により、経済学を中心に携え、体系的に学びながら研究を進める
ことができました。国内各地にて実地調査を実施しており、現場・
現物・現実からも学ぶという姿勢も森下研究室の魅力です。

　私は、学部の高齢者に関わるボランティア活動をきっか
けにして高齢者社会学を研究したいと考え、大学院に進学
しました。大学院一年の時、新型コロナウイルスに見舞わ
れました。当時武漢にいた私は日本に戻れず、学生生活が
うまくやっていけるかどうか分からなく、不安を抱きました。
しかし、研究室の先生も事務室の方々も私のことを気遣っ
てくださり、中国でリモートの形で一年目の学業を終えま
した。二年目の時、ようやく日本に戻り、改めて通学したり
大学院の色々施設を利用したりすることができるように
なりました。また、二年生の時、TAの業務に挑戦しました。
私が担当する先生は目の不自由な方で、通常の仕事以外、
先生を教室にお連れすることや授業後に駅まで先生をお
送りすることも私の役目になりました。毎週帰り道で先生

と話すことで、私も色々勉強になり、心からすごい方だと
思って、いい思い出になったと感じました。
　ぜひ皆さんも、一緒に明治大学大学院で充実な学生生活
を過ごしませんか。

　中国の諺で「读万卷书，行万里路（万巻の書を読み、万里
の道を行く）」というものがあります。人は本から得た知識
だけでは不十分であり、自らの足で各地に行き、視野を広げ、
見聞を広めなければいけないという意味になります。広い
世界を知るための最初の一歩として、私は日本へ留学しま
した。研究者を目指す私は、博士前期課程の研究者コース
を選択し、その後、博士後期課程に進学しました。大学院で
は、異なる国籍、年齢層の院生とのディスカッションの機
会があります。多元的な文化の融合、多面の見方の交流は、
世界を知る翼となります。研究に没頭し、知識を少しずつ
積み重ね、自分自身の成長を実感することができます。
　また、明治大学大学院には外国人留学生を積極的に支援
する環境が整っていることに感動します。留学生向けの奨

学金、私費外国人留学生授業料補助により留学の経済的負
担を軽減することができます。日本語論文添削指導、日本
語論文指導講座などの留学生論文作成・日本語上達に役立
つ制度が充実しており、言語上の不安も軽減させることが
できます。

教員情報　P.046

 加藤 彰彦 教授 師事している教員は？

社会の再生産システムの地理・歴史的比較研究を専門にされて
いる加藤教授に指導を受けています。毎週開かれるゼミでは学生
の研究報告を中心に展開し、それをめぐってメンバーと先生が多
様な視点から意見が交わされます。先生は常に親切に指導してく
ださり、私たちは研究活動を円滑に進めることができます。


